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はじむめに

診断技術の進歩に伴ない,近 年,早 期胃癌のみなら

ず早期食道癌の報告例も増加してきてはいるが,両 者

の同時性合併症例は少なく,わ れわれが収集しえた本

邦報告例は8例 にすぎない。最近われわれは,本 邦 9

例目と思われる同時性食道胃早期重複癌の 1例を経験

したので若子の検討を加えて報告する。

症  例

症例 !66歳,男 性.

主訴 :約 2カ月間にわたる鴎下困難,llX吐.

家族歴 :特記すべきことなし.

既往歴 :20歳時に胸膜炎および急性虫垂炎.

現病歴 :昭和57年5月 ごろより鴎下困難,嘔 吐があ

り近医受診,食 道胃透視にて食道癌が疑われ当院に紹

介入院となる。

入院時血液生化学検査 :肺機能検査などに特記すべ

き異常を認めなかった。

食道胃透視所見 :胸部中部食道に6.5×2.5cm境 界

明瞭なポリープ様病変,胃 噴門直下小弯側に軽度の壁

不整を認めた (図1,2).

内視鏡所見 :門歯列より30cmに 内腔を埋める易出

血性の隆起性病変を認め,肛 門側への内視鏡挿入は不

能であった。生検にて食道病変より扁平上皮癌の診断

を得たが,胃 病変の確認はできなかった (図3).

手術 :昭和57年7月28日右開胸開復により胸腹部食
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道切除,胃 噴門側切除を行い細い胃管を形成し,後 縦

隔還納法による頭部食道胃吻合にて再建した。

手術所見 :食道 ・Im,Ao,PLo,Mo,N(一 )い,胃 ・

C,Min,Ho,Po,So,N(一 )2).

標本肉眼所見 :胸部中部食道に0.5×0。8cmの 細い

茎を有する5.5×2.5X2.5cmのポリープ癌及び,胃 噴

門部小弯に敏襲集中を伴なう2×lcmの IIc様病変を

認めた (図4).

病理組織所見 :食道 。中分化型扁平上皮癌 sm, ie

(十),ly(十 ),v(一 ).nO.

図 1 食 道透視写真

胸部中部食道にポリープ様病変
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図4 切 除標本

胸部中部食道に細い茎を有するポリープ痛および胃

噴門部小弯にIIc様病変

図5 食 道組織標本

中分化型扁平上皮癌

図6 胃 組織標本

高分化型腺癌

鴎下性肺炎を併発し呼吸不全に陥 り昭和58年10年3日

死亡した.病 理解割にて癌再発のきざしおよびradia・

tion pneumonitisの所見は認められなかった。

図2 胃 透視写真

胃噴門直下小弯側に軽度の壁不整

図3 食 道内視鏡写真

門歯列より30cmに内腔を埋める巨大な隆起性病変

目。高分化型腺癌 i s m , l y l , v l , n。, o w (― ) , a w

( 一 ) .

以上により同時性食道 胃早期重複癌 と診断された

(図5, 6).

術後経過 t術後一過性の肝機能障害を認めた以外順

調に経過 し,第 12病日より経 口摂取を開始 した。術後

合併療法 として頭部上縦隔にT字 型予防照射6,000

rad施行の後退院した。術後 9カ 月 日の昭和58年 4月

25日,再 建胃管に生じた出血性潰瘍により再入院.エ

タノール局注などにより止血をみ,潰瘍は軽快 したが,
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考  察

原発性重複癌とは,お のおの腫瘍は離れて存在し,

お互いの間に従属性がないとするWarren&Gates3)

の定義が現在主に使用され,多 彩な症例が報告される

ようになってきている。日本病理剖検輯報。めによれ

ば,総 剖検数に対する重複悪性腫易例の割合が,昭 和

46年から昭和56年までの10年FH8で,1.54%か ら3.71%

と2倍 以上の増加を示している。近年の悪性腫瘍に対

する診断,治 療の進歩により,食 道癌と胃癌の重複症

例も増加しており,1907年 林のに本邦初例が報告され

て以来,1980年阿保つの全国集計では同時性,果時性を

合わせ,248例 を数えるに至っている。同時性食道胃重

複癌に限れば,頻 度に関しては,Goodnerゆ の食道癌

1,315例 中 4例 (0.3%), 中 山"の 1,506例 中 6例

(0.4%),五 十嵐1のの1,375例中25例(1.8%),声 沢11)の

826例中9例 (1.1%)と いう報告がある。阿保つの全国

集計では,食道癌11,732例中同時性食道胃重複癌は186

例 (1.6%)で ,そ の186例中早期胃癌が36例であり,

さらにその中で食道も早期癌であったのは6例 にすぎ

ない。同時性食道胃早期重複癌は,大橋Iりの報告以来本

症例を含め,本 邦では9例 にすぎず極めてまれなもの

である(表 1)1分
～17j.自験例を含めて検討すると,男 女

比が8:1,年 齢は43～72歳,平 均57歳である。

主訴は狭窄感あるいは心筒部不快感などであるが,

症状が全くなく検診にて発見された症例も9例 中2例

あった1の10.

癌占居部位に関しては,食 道では胸部中部食道が9

表 1 同 時性食道胃早期重複癌症例

早期食道癌と早期胃癌の重複癌症例

63(2143)

例中6例 と多くを占め,胃では上部,下部ともに4例,

中部 1例であった。

深達度に関しては,食 道ではn3例 ,sm 6例 , 胃

ではm6例 ,sm 3例 であった。

予後に関しては術死を除く3例が2年末満で死亡し

てお り,早 期食道癌切除例の累積 5年 生存率噂)が

79.3%であることを考えると決して良好とは言えな

い。他施設の報告例では死因が明らかにされていない

ため検討を加えるのは困難であるが,本 邦の早期食道

癌177例の集計1りでも再発が確認された例が9.6%あ

り,そ の中の59%は頸部あるいは上縦隔リンパ節への

再発である.食 道癌と胃癌の合併例では,そ の手術侵

襲が過大となることを危惧し, とくに胸腔内リンパ節

郭清がやや消極的になってしまうことも考えられ,い

わゆる表在癌が早期癌として取り扱われ,結 果的に生

存率の低下をひきおこす可能性も否定できないところ

である。また合併療法の面でも,種 々の制約を受ける

ことも十分に考えられる。

阿保のによる全国集計では,食 道の同時性重複癌症

例の中で,重 複癌臓器としては目が76.5%と高頻度を

占め,食 道癌と胃癌との合併は特に注意を払わなけれ

ばならない問題である。同時性合併pllで早期胃癌が

19%のと高頻度で見られ,ま た国立がんセンター・食道

疾患研究会lりの集計では食道の再建臓器 として胃が

83.6%もの高率で用いられているという現状を考える

と, 胃病変の検索は特に慎重に進められなければなら

ない。本邦の同時性食道胃早期重複癌症例 9例の中で

はほとんどが,食 道と胃に関して生検による確定診断

がなされていたが,中 には内視鏡挿入時の反射が強

かったり1りまた本症例の様に食道の病巣が巨大かつ易

出血性のために内視鏡挿入が不能で,術 前の胃の検索

が不十分にならざるをえなかった症例もある。 こ の様

な症例に対しては,芦沢1'が述べているように,術中胃

の視診,触診を十分に行ない,必要に応じて胃切開術,

術中迅速診断などを活用し胃病変の見逃しを防ぎ,適

切な術式の選択を行わなければならないことは論をま

たない。治療については診断確定の意味からも十分な

郭清が望まれ,ま た適切な合併療法の選択も必要であ

ろう.更 に,本 症例は癌再発は認められなかったにも

かかわらず,術 後 9カ月目におこった挙上胃管からの

出血を契機とし誤鴎,鴎 下性肺炎という経過で不幸な

転機をとったものであり,長 期的な患者管理の重要性

を改めて認識すべきだと考えられた。
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おわ りに

本邦 9例 目の同時性食道胃早期重複癌の 1例 を若干

の考察を加え報告 した。

なお,本論文の要旨は第23回日本消化器外科学会総会(昭

和59年 2月 宇部市)に おいて発表した.
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